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国立大学法人山口大学・宇部興産株式会社による「包括的連携協力」の推進状況について（中間報告） 

 

国立大学法人山口大学 

宇部興産株式会社 

 

 国立大学法人山口大学（学長：加藤紘）と宇部興産㈱（社長：田村浩章）は、学術および産業の振興を図

り、両者の研究開発の拡充・発展のみならず、広く地域と社会に貢献するため、2004 年 4 月に「包括的連携

協力に関する基本合意書（5年間）」を締結した。以来、両者が共同して取り組んできた施策および今後の推

進計画について、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１．研究開発協力について 

 「炭酸ガス抑制・削減技術の開発」を中長期的な総合テーマとして取り上げ、山口大学の特徴である化 

学や環境共生工学の保有技術と、宇部興産の世界的技術である「C1 ケミストリー（一酸化炭素利用技術）」

や廃棄物リサイクル技術をマッチングさせ、多くの基盤的技術に成果を得た。 

中でも、最近社会で注目されている「グリーンサステイナブルケミストリー（環境にやさしい化学）」に 

ついては、「ポリアミドのリサイクル技術」や「環境調和型プラスチックの応用技術」分野で有用な新規技

術や知見を見出すことができた。 

  これらのテーマをはじめ、新規および継続的テーマは、「RT プラザ」と称する両者の異分野の専門家に

よる技術交流会で審議・検討しており、包括的連携協力後の共同研究テーマ数は連携前と比べて倍増した。 

結果として、当初の計画どおり 10 件を超える特許を申請中であり、一部は外国出願を予定している。 

 

２．人材育成について 

  山口大学が実施している学生・職員を対象として実施している「知的財産インストラクター養成講座」

を、宇部興産知的財産部の協力を得て実施し、100 名以上の若い人材の育成を果たした。 

また、文部科学省の「派遣型高度技術人材育成協同プラン」に基づき、大学院生の企業内長期インター

ンシップを共同研究に関連させて実施し、両者による新しい人材育成・活用に関する協力体制が構築され

た。 

その他、ＭＯＴ（技術経営）の観点に立った人材交流や、実際の事業活動に基づいた事例を活用した教

材作成など多面的な活動に取り組んだ。 

 

 以上の成果は、「山口大学・宇部興産モデル」とも呼べる実効性のある総合的連携により実現することがで

きた。即ち、古くからの信頼関係や両者が距離的に近いことに加えて、新たに組織間で秘密保持の覚書を結

び，通常の連携では踏み込めない情報も互いに開示し、密接なコミュニケーションをとりながら幅広い分野

で実行していくという、特徴ある運営体制および運営方法を構築した結果である。 

  

 



 
 

３．今後の推進計画について 

  地域に根ざす大学、企業として、研究開発協力では、「グリーンサステイナブルケミストリー（環境にや

さしい化学）」の技術の種（シーズ）を連鎖的イノベーション（革新的生産技術、複合技術、新商品など）

にまでスパイラルアップし実用化への道筋をつけることで、「グリーンサステイナブルシティー（環境にや

さしい都市）」作りの具現化を目指す。 

人材育成では、両者のニーズに基づきキャリアーパスと合致できるように教育・交流の場を更に整備し、

様々な分野で活躍できる人材を継続的に育成していく。 

 

以上 
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